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『創造的な産地をつくる』 ≪鯖江ロータリークラブ　文化プログラム≫

酒井　雅憲　会長
　皆さんこんにちは！
私、今週中国に行っ
てきました。そこで感
じたことをお話した
いと思います。

　MU中国東方航空にのりましたが、やはり福
島の処理水の放出がありましたので、日本人
は殆どいませんでした。一部報道では現地で
日本語を大きい声で話さないように！との注意
喚起もありましたので少し心配をしていました
が、上海では全く日本人に対しての嫌がらせ
は無かったです。
　今回はコロナ明け久々の渡航でしたのが、
一番目についたのがモバイルの使用状況普
及状況でした。日本人も同じですが、ほぼ全員
持っていますし、搭乗口から入国審査、そして
機内に入ってからも、全員ずっとスマホを見て
いるような状況でした。

会　長　の　時　間

　携帯の普及数登録数はこの十年ほどで急速に延び、殆どの国で人口数に近い数字になっています。そのうち、ガラ
ケーは数％、インドネシア、アメリカ３億。スマホは2010年では４％だったのが今では96％を超えていて、日常の中
で、スマホはなくてはならない存在になっています。
　何故スマホの普及の話をしたかと言いますと、今回、中国への入国審査の際、中国税関出入国健康申告を、中国に
入国する時刻の２４時間以内に事前にスマホで済ませておかなければならない、ということを知りました。チェックイ
ンのカウンターや通路などにあちこち登録用のＱＲコードがありました、そして中国へ向かう機内でも、ＣＡがＱＲコ
ードのボードをもっていました。すると乗客が全員スマホで写メし始めました。私も慌てて写メでＱＲコードを読み取り
ました。そこから健康申請画面がダウンロードできましたので、機内で必要項目をじっくり入力することができました。
到着後、ネット環境のある場所で中国政府への申請ボタンを押しますと、入国用のＱＲコード画面をゲットでき、その
画面をスクリーンショットして、入国審査ゲートのバーコード読み取り機にかざすと、入国ＯＫの緑ランプがともり、め
でたく無事入国となりました。実際、これ、スマホを持ってない人やガラケーの人は、どうやって入国するのだろうと思
いました。中国現地に入ってコンビニエンスストアに行きましたが、スマホ決済プラス、セルフレジ決済になっていまし
た。店員はほとんどいませんでした。私はビールとカップヌードルを買ったんですが、紙幣現金決済している人は店の
中で私一人だけでした。会社に行き、ワーカーにも聞いてみましたが、現金を持っている人はほぼいませんでした。
キャッシュレス社会になっていました。
　また、中国は、政府が国民の個人情報を全て把握しています。ネット上のやり取りやスマホでの登録内容は政府に
丸裸、筒抜け状態です。政府に都合の悪い単語文書メールは、カットされる情報制限もかか
っていますし、政府は日常生活の中で国民の個人情報を吸い上げることのできる国家的な
システムを構築しているのだと思います。
　ですので、国民の統制や全ての国策にスピード感があり、中国では国民の利益よりも、国
益が優先され、多少強引な一方的な強硬政策をも打ち出すことも可能なのだと思います。
このような強烈な体質の中国に勝つためには日本は何をしたら良いのでしょうか、何を変え、
何を守れば良いのでしょうか。

増永　英彦　幹事　　　
○本日例会終了後、9月度理事会を行いますので、関係者は３階の
事務所にお集まり下さい。
○次週に11月19日（日）開催IM大会の出欠をとりますので、多くの参加
登録をお願い致します。
○9月29日（金）の例会は休会ですが、ご案内のとおり当クラブ姉妹締
結の尼崎東RC会員約10名との歓迎交流会を開催しますのでご出席お

願い致します。時間場所等詳細については決定次第、親睦活動委員会よりご案内します。
○2026-27年度地区ガバナー（ガバナーノミニー・デグジネート）の推薦受付のご案内。
　受付期日は2023年10月2日で、提出書式や送付先などは、会長・幹事まで。
○2017－18年度から、規定審議
会とは別に毎年開催される決議審議会への決議案提出のご案内。
　クラブからの提出締切は2023年12月22日で、提出に関する詳細は会長・幹事まで。
※規定審議会…国際ロータリーの立法機関で、唯一ロータリーの基本的な文書である国際
ロータリー定款・細則、そして標準クラブ定款を改定する権限を持つ
立法案【制定案】　RI定款・細則、標準クラブ定款の改正を目的とする
　　　【決議案】　RI定款・細則、標準クラブ定款の改正ではなく意見表明やRI理事会への
　　　　　　　　要請を目的とする

ピアノ・デュオの楽しみ
ピアノ　中村　はるな
ピアノ　伊藤　　明美

大橋　良史　会員
野呂　和夫　会員

齋藤  多久馬　会員

勤　続　表　彰

結　婚　祝　い

大島　恒彦　会員
森家　　亮　会員

誕　生　祝　い
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酒井　雅憲　会員
増永　英彦　会員
山崎　隆弘　会員
梅田　吉臣　会員
齋藤多久馬　会員
窪田　健一　会員
小淵　洋治　会員
幸道　森市　会員
笹尾　昌敬　会員

にこにこＢＯＸ報告
山崎様の再入会心から歓迎します。森田様の卓話に期待して。

山崎様、ようこそ！！今後とも宜しくお願い致します。

よろしくお願いします

森田様の卓話楽しみです

森田様の卓話に期待して

山崎さんの再入会を歓迎します。

山崎さん再入会おめでとう

山崎隆弘さんの入会を祝って

盆休みにコロナになってしまい、２週間クラブの事業に参加できなくて誠に申し訳ありませんでした。

帰山　明朗　会員
清水　康弘　会員
岩尾　顕治　会員
酒井　芳則　会員
野中　敏昭　会員
大橋　良史　会員
野呂　和夫　会員
佐野　直美　会員
大島　恒彦　会員

山崎さんの再入会お祝いして。森田様、今日は卓話ありがとうございます。

一寸良い事がありました。山崎さんお帰りなさい

山ちゃんの復帰を祝って

ようこそ山崎様よろしく。クラブを楽しんで下さい。森田様の卓話を楽しみに

森田様　卓話楽しみに。　山崎さんよろしく

山崎さんご入会おめでとうございます　結婚祝いをいただいて

山崎さん、お待ちしておりました。県民野球大会がんばれ佐野クリーニング店！！

本日お休みします。山崎さん又ご一緒出来めちゃ嬉しいです。

誕生祝いを頂いて有難うございます。山崎さん再入会おめでとう！！

ニコニコ箱発表
小淵　洋治

ニコニコ副委員長

卓　話 テーマ

新　入　会　員　紹　介

鯖江市教育委員会　学芸員

森 田   真 史   様
『鯖江市天神山古墳群と北陸初出土
の「古墳時代の鉄鐸」について』

帰山　明朗　プログラム委員長
　お知らせです。ピンク色のチラシと説明文をご覧く
ださい。昨年度当クラブに来ていただいた「こども
NPO」の谷内理事長さんから、「夏休み明けは子どもさ
んの心が非常に不安定ですので、『チャイルドライン』
という電話相談や当NPOの活動を周りの方にも知ら

せて欲しい」とお預かりしたものですので、是非ご覧ください。
　７月6日の福井新聞に「九州や近畿では多いが・・・鉄製の鈴「鉄鐸」北陸で
初めてを確認 福井県鯖江市の古墳「考古学の進歩にとって重要」と掲載され
ていました。現在開催中の古墳についての企画展準備に、今日卓話者として
お越しいただいている森田学芸員さんが「これはもしかして鉄鐸ではないだ
ろうか」と、新たな発見をされました。「まなべの館」２年目の若手ホープ森田
学芸員です。兵庫県相生市ご出身、鯖江市教育委員会文化課学芸員森田真

史様から卓話をいただきます。
卓話者　森田 真史  様
テーマ　『鯖江市天神山古墳群と北陸初出土の
　　　　「古墳時代の鉄鐸」について』
　「天神山古墳群」は、鯖江市北部から福井市南部に
またがる山塊に分布し、弥生時代後期から古墳時代

後期にかけて造営された墳墓・古墳が 89基確認されています。分布域は大き
く 3つに分けられ、天神山支群 51基、山頂支群 16基、三ツ禿支群 22基（現存 
3基）が確認されており、これまで福井県および鯖江市教委によって調査が実
施されました（福井県埋蔵文化財調査センター 2002 2004・ 2009、鯖江市
教委 1956・ 1967・1968・ 2003年 ※天神山城跡を含む）。これらの調査成
果によって、主に弥生時代後期の墳丘墓造営を契機とし、前方後円墳 3基を
含め古墳時代後期にかけて連綿と営まれたことが判明しており、山塊南麓に
位置する西番遺跡がその造営の一部を担ったムラ
と推測されます。市域ではこれほど長期間に及ぶ古墳群は他に確認されてお
らず、鯖江市北部域の古墳時代の様相を知るうえで貴重な複合遺跡として捉
えることが可能であります。なお、残存状況については、道路建設や住宅地造
成のため天神山支群の一部および三ツ禿支群の大部分が消滅しています。
　鉄鐸とは鉄製の鐸（大型の鈴）のことで、円錐状に折り曲げた鉄板と舌と呼
ばれる鉄片を組み合わせて鐘状に製作されたものであります（図1）。 現状で
は、日本列島の約 10遺跡、約 50基の古墳から計約 140点の古墳時代の鉄
鐸が出土しているものの（図2）、その分布の中心は九州地方や近畿地方で、
関東や東海でも複数確認されていますが、北陸地方では出土事例が一 例も
ありませんでした。また、北信越地方に範囲を広げても、長野県小諸市中原遺

幸道　森市　会員
　只今、幹事の方から再入会のお話がありました、『山崎 隆弘』さんです。新入会員として、フレッシュに頑張っていただけると思います。前
回は、平成９年１月の入会で14年勤続されまして、木村会長の時に諸事情により退会されていました。それから以降は、ロータリアンから
10年間「再入会せ！」と相当責められて、再入会することとなりました。今期入会は藤井さんに続いて二人目です。
　では、山崎さん自己紹介をどうぞ。
山崎　隆弘　新入会員
　皆様、お久しぶりでございます。「山崎隆弘」と申します。昭和31年1月14日生まれで67

歳になります。子どもは男女1人ずつ居まして、孫がたくさんいます。丹生郡織田の方で土建業を営んでおります。
10年ぐらい離れていますので、これから皆様にご指導お願いしたいと思っております。お陰様で、四つのテストか
らロータリーソングがすらすらっと出てきました。全部歌えたのが嬉しく思いました。今後ともよろしくお願いいたし
ます。→会長より、ロータリーバッジ贈呈→ソング「手に手つないで」

跡の竪穴建物から出土した一例のみで、古墳出土のものは一例もありません。
　そもそも鉄鐸は、「渡来系鉄器」と呼ばれるものの一つで 、 朝鮮 半島由来
であることが指摘されてきました。実際に、日本列島内における出土事例より
も半島での出土事例の方が多いこともそれを傍証するものであります。慶北
大学校人文学術院教授金跳咏氏によると、 5世紀後半に韓国嶺南地方で出
現した可能性が高いといわれます（金 2019）。ただし、日本の最古例も 5世紀
中頃（古墳時代中期中頃 ）であると考えられており、出現後ほどなくして、列島
へと伝来したことが理解されています。そして、 朝鮮半島での鉄鐸生産のピー
クである 6世紀中頃に列島内でも盛んに製作されたようであります。大阪歴史
博物館の寺井誠氏は日本出土の鉄鐸を朝鮮半島の三国時代（高句麗・新羅・
百済の三国が朝鮮半島内で競っていた時代）の諸国の一つである新羅と関わ
るものであると理解しています (寺井2018)。
　また、鉄鐸の性格については愛媛大学教授村上恭通氏が半島の伽耶地域
（三国時代に列島と交流が深かった半島最南に位置する小国群）への分布の
集中や、 鍛冶具とともに出土する事例が多いことから、日本列島の鍛冶技術
者の出自や系譜を考えるうえで重要な遺物であると評価しています (村上 
2004)。
　今回確認された鉄鐸2点は、いずれ も 鯖江市入町に所在していた天神山
古墳群三ツ禿支群 13号墳の横穴式石室内から出土したものであります。
　発掘調査報告書（鯖江市教育委員会 1973 にて、 13号墳の報告を担当し
た窪田隆三氏は、 石突（槍や鉾の刃部と逆側の先端に取り付けられる部位、
地面に突き立てる側であるため石突と呼ばれる）と報告しつつ も、槍や矛の
刃部が出土していないことから 「全く別物であったかもし れない」と明確に判
断できないことを記載しています。 そもそも、石突には舌部が伴いません。
　13号墳出土の2点の図面、写真を確認すると鉄鐸の特徴である舌部がしっ
かりと確認できます。したがって、これら 2点は石突ではなく、鉄鐸であると判
断できます。かつてより、古墳時代の鉄鐸が分布しない地域であるとみられて
いた北陸地方で初の事例が確認されたことから、 研究の進展が期待されます。
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